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研究の目的
ＤＮＡ品種識別技術は，登録品種に関わる育成者権の行使や保護の重要な技術手法とな

ってきています。そこで，県内で栽培されているイチゴ品種及び宮城県が育成したソラマ

メ，ユリ品種を識別する技術を開発しました。

研究成果

図１ イチゴ品種識別用ＤＮＡマーカーによる品種識別の手順

図１のように，イチゴ品種「とちおとめ」，「さちのか」，「女峰」の葉やがく方から抽出

したＤＮＡに対し，２種類のイチゴ品種識別用ＤＮＡマーカーを適用します。電気泳動に

より各品種の遺伝子型を検出することで，３品種を識別します。

－

同様に，ソラマメ品種識別用ＤＮＡマーカーを適用するこ

とで，県育成のソラマメ品種「みやぎ園試VB１号」（愛称

：あまえくぼ）と「打越一寸」が識別できます（図２）。

＋

花きでは県育成のユリ４品種「杜の乙女」，「杜の精」，

「杜のロマン」，「みやぎFL４号」の識別が可能です。

普及等の見込
当研究所では，イチゴ，ソラマメ，ユリの母株を維持・管理・増殖し，原々種苗（基核

苗）として（社）みやぎ原種苗センターに供給しています。現在，これらの種苗管理で活

用しています。
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図２ 電気泳動によるソラマメ DNA マ

ーカーの遺伝子型検出
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